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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本領域「血管—神経ワイヤリングにおける相互依存性の成立機構」の設立にあたり、その第一回班会
議を平成23年1月17日から19日にかけて兵庫県神戸市有馬温泉・「兵衛向陽閣」にて開催し、本研究
領域の目的や研究方針、今後の運営予定、及び研究到達目標についての再確認をおこなった。この会
議において、本領域を構成する計画代表者の研究室で、実際にプロジェクト遂行に関わっている26
名の若手研究者による研究発表会と、向山洋介博士（米国NIH・ラボヘッド・総括班における研究協
力者）によるスペシャルトークを行い、ラボ同士の交流および情報交換を図った。この会議がきっか
けとなり、計画班員の間で新規の共同研究が複数生まれるに到った。また、個々の若手研究者の研究
にも大きなフィードバックがもたらされた。領域内での研究進行状況や、領域運営に対する外部から
の評価および助言として、国内外から須田年生先生（慶應・医・教授）と向山洋介先生（前述）が、
総括班の研究協力者としての任にあたっており、第一回班会議においても有用な助言をいただくこと
ができた。 
	
 平成22年7月に、研究代表者の研究室のある奈良先端科学技術大学院大学内に本領域のホームペー
ジを開設した。平成23年度用公募班員募集にあたり、本領域研究の発展のために大きな貢献をするこ
とが期待される研究者の獲得に向けて、このホームページやそれ以外のメディア等をもちいて本領域
の発足と本領域の研究内容などを積極的に社会に発信した。	
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
	
  
〔雑誌論文〕	
 計（	
 3	
 ）件	
 	
 うち査読付論文	
 計（	
 3	
 ）件 

著	
 者	
 名 論	
 	
 文	
 	
 標	
 	
 題 
Yoshino, T. In vivo gene manipulations of epithelial cell sheets: a novel model to st

udy epithelial-to-mesenchymal transition. 
雑	
 	
 誌	
 	
 名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

Development Growth and Differentiation 有 In press 2 0 1 1 In press 

 
著	
 者	
 名 論	
 	
 文	
 	
 標	
 	
 題 

Shimokita, E. Secondary neurulation: fate-mapping and gene manipulation of the neur
al tube in tail bud. 

雑	
 	
 誌	
 	
 名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Development Growth and Differentiation 有 In press 2 0 1 1 In press 

 
著	
 者	
 名 論	
 	
 文	
 	
 標	
 	
 題 

Yokota, Y. Genomically integrated transgenes are stably and conditionally expresse
d in neural crest cell-specific lineages. 

雑	
 	
 誌	
 	
 名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Developmental Biology 有 353-2 2 0 1 1 In press 

 
	
 〔学会発表〕計（	
 7	
 ）件	
 	
 うち招待講演	
 計（	
 4	
 ）件 

発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 
Takahashi, Y. (招待講演) Switching of BMP signaling regulates migration and lineage segregation

 of neural crest cells. 
学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 

2nd Joint Meeting of the French and Japanese 
Societies for Developmental Biology 

2010.5.27 Paris, France 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Takase, Y.	
  (優秀ポスター賞受賞) Reciprocal interactions between neural crest cells and blood vessel form
ation. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
第４３回日本発生生物学会大会 2010.6.21 京都市 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Takahashi, Y.	
 (基調講演) Neuro-vascular interactions: Dorsal aorta signals on morphogenesis of n
eural crest lineages. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
Society for Developmental Biology 69th Annual 
Meeting Jointly with the Japanese Society of 
Developmental Biologists 

2010.8.7 Albuquerque, U.S.A. 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Saito, D.（口頭講演） BMP-switching regulates lineage specification and migration of neural c
rest cells. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
Society for Developmental Biology 69th Annual 
Meeting Jointly with the Japanese Society of 
Developmental Biologists 

2010.8.7 Albuquerque, U.S.A. 

 



 

 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Atsuta, Y. (優秀ポスター発表賞・銀
賞受賞) 

Tubular extension and cell epithelialization are coordinately regulated a
nd influenced by adjacent tissues. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
Society for Developmental Biology 69th Annual 
Meeting Jointly with the Japanese Society of 
Developmental Biologists 

2010.8.7 Albuquerque, U.S.A. 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Takahashi, Y.	
 (招待講演) Secondary neurulation: Another type of neurulation by mesenchymal-to-
epithelial transition. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
The 16th International Conference on the 
International Society of Differentiation 

2010.11.15 Nara City 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

Takahashi, Y. (招待講演) Ex vivo live-imaging at high resolution to directly visualize melanin tra
nsfer from melanocytes to keratinocytes. 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
第３３回日本分子生物学会年会第８３回日本生化学会大会

合同大会 シンポジウム 
2010.12.9 Kobe City 

 
	
 〔図	
 書〕	
 計（	
 2	
 ）件 

著	
 者	
 名 出	
 版	
 社 
Watanabe, T. Elsevier 

書	
 	
 名 発 行 年 総ページ数 
Current Opinion in Genetics & Development 
“Tissue morphogenesis coupled with cell shape changes.” 

2 0 1 0 443-447 

 
著	
 者	
 名 出	
 版	
 社 

高瀬悠太 秀潤社 

書	
 	
 名 発 行 年 総ページ数 
細胞工学 

「血管ワイヤリングにおける組織間相互作用」 
2 0 1 0 1087- 1092 

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
	
 〔出	
 願〕	
 	
 	
 	
 計（	
 0	
 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
	
 〔取	
 得〕	
 	
 	
 	
 計（	
 0	
 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13.	
 備考	
 

	
 ※	
 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す	
 

ること。	
 

第３０回猿橋賞受賞 「動物の発生における形作りの研究」において 2010.4.23 

第9回(平成22年度)広島大学大学長表彰 2010.11.24  

http://bsw3.naist.jp/takahashi/neurovascular/index.html	
 
 


